
附章2　ミニシンポジウム『卑弥呼の時代を生きた人々』概要

平成13年9月22日18：30より、これまで実施してきた千坊山遺跡群の調査結果を広く一般に公開する為、シンポジ

ウムを開催した。基調報告ではOHPを交え調査概要を報告した。パネルディスカッションでは当時交流のあった他地

域の状況の報告をまじえ、千坊山遺跡群の評価についての見解を発表した。ここではその一部を紹介する。

司　会　者　荒木　良一氏（北日本新聞社）

パネリスト　久々　忠義氏（小矢部市教育委員会）

（五十音順）高橋　浩二氏（富山大学考古学研究室）

中原　　斉氏（鳥取県教育委員会）

西井　龍儀氏（富山考古学会）

藤田富士夫氏（富山市埋蔵文化財センター）

古川　　登氏（福井県清水町教育委員会）

片岡　英子　（婦中町教育委員会）

《内　容≫

久々　忠義氏

①千坊山遺跡は北陸でも有数の弥生集落である。24棟の竪穴住居は、2世紀末から3世紀の中頃までの約80年間営ま

れた。3家族が3世代にわたって暮らし、一時期には8棟程度（少なくとも約50人）があったと推定する。周囲の

段丘上には墳丘墓が3基あり、家族ごとの墓と考えられる。

②六治古塚（四隅突出塑墳丘墓）の形態は福井県に近く、山陰の墓制をもつ先祖が越の国の中枢である福井平野で開

拓し、子孫が東への領域拡大の為日本海を北上し神通川・井田川を経て、この地にたどり着いたのではないか。先

祖の土地との繋がりを持ち、鉄器の鉄は山陰の親戚から手に入れて、開発を大規模に進めたのだろう。人々は月影

式の土器を使用し、赤彩した台付細首壷や装飾壷を使った独特の祀りを生み出している。人々の出身地は、墓の形

から山陰（四隅突出型）、東海（前方後方形）、近畿（前方後円形）、瀬戸内（円形）の西日本各地である可能性が

ある。

③千坊山遺跡群の開拓開始から80－100年たった頃、60mを超える王塚・勅使塚古墳が千坊山集落のすぐ山の上にで

きる。これらは3世紀末、千坊山集団のなかから婦負の国を領域とする王が誕生したことを示す。この時期、神通

川、井田川、山田川、熊野川の上流には50余りの遺跡があり、15－16位の集団がいたと考えられるが、王塚・勅使

塚レベルの古墳はなく、当時婦負郡に中心勢力がありこれらの地も婦負の国の領域だったと考えたい。

高橋　浩二氏

①「魂志倭人伝」にある倭国大乱後、戦いを通じて各地が統合される。婦中町には四隅突出型墳丘墓等の巨大墓があ

るが、このような文化は地域の統合が早く進んだ地域では早く現れ、そうでない地域では遅れる。婦中町には早い

時期に巨大墓が出現しているので、地域の統合が早く順調に進んだのではないか。

②六治古壕が造られた時期には、北陸各地で特定個人の為の墓が形成され始める時期にあたっており、千坊山遺跡群

に造られた四隅突出型墳丘墓は周辺をまとめるようなリーダーの墓といえる。古墳時代初期には県内を二分するよ

うな地域性が形成されるが、そのうち今の婦負郡を中心とする地域を治めていたのがこの地の首長であると推定で

きる。統治範囲には、神通川流域一帯も入るかもしれない。
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中原　斉氏

①山陰地方の全体像が分かる遺跡には日本最大級（170ha）の遺跡である鳥取県の妻木晩田遺跡がある。本遺跡は標高

90～150mの山の上にある1－3世紀を中心とした弥生時代後期の集落で、7地区から構成される。仙谷地区、洞

ノ原地区、松尾頭地区からは34基の弥生墳丘墓が、妻木新山地区、妻木山地区、小真石清水地区、松尾城地区から

は約350程の竪穴住居跡、倉庫跡が見つかっている。これらの地区はそれぞれ異なる役割を担い集合することで1

つの大きなムラを構成していたと考えられる。また、墳丘墓と440m程離れた居住域で、同一個体の土器片が出土

しており、墓で割った土器を持ち帰るなどしたの可能性も考えられる。この事から、住居群と墓は常にセットであ

ることが分かる他、現在に通じる慣習があったとも考え得る。

②北陸と山陰の土器は、微妙な地域差はあるものの非常に似ており、地域間の交流を物語っている。

（診山陰地方の四隅突出塑墳丘墓には、貼石がある点が北陸と違う。踏み石状の突出部を通路にして墳丘に出入りし、

祀りや葬儀をしていたと推測される。また、出雲市の四隅突出型墳丘墓からは吉備や北陸の土器が出土しており、

これらの地方から土器を携えて王の葬儀に参列した人がいたのではないかと考えられている。

西井　龍儀氏

①墳墓・古墳の規模を比較する実験的方法として、1／500，000の地図に全長を2来して0．01を掛けた数を直径とした

円を古墳中心に描くと、支配した地域、関連地域が視覚的に表現できる。全長が20m程度の弥生墳墓では直径4km、

全長50mでは25km、日本海側最大の氷見市柳田布尾山古墳のような全長100mを超えるものになると100kmを超える

範囲が影響範囲となる。この方法で考えると、全長66mの勅使塚古墳は婦中町から富山湾までの範囲で井田川、神

通川流域を包括する。越中では、西は柳田布尾山古墳、東は王壌・勅使塚古墳が勢力を2分していた。

②越中では西部に前方後円墳、東部には前方後方墳が多いという報告がされているが、能登半島ではその時期に前方

後方墳と前方後円墳が造られている。また、4世紀の終わり頃には加賀で北陸最大級の前方後円墳が造られている。

③墳墓・古墳は、婦中町の婦負郡、氷見市を含めた射水郡、小矢部市周辺の砺波郡、まだ希薄だが確認されていない

古墳があると考えられる上市町、舟橋村を中心とする新川郡の4つの大きなグループにまとまる。中でも婦負郡に

は早い段階から非常に大きなものがまとまって造られている。

古川　豊氏

①北陸の四隅突出型墳丘墓としては、福井で確実なものが7基（小羽山6基、高柳2号墓）、不確実なものが4基（小

羽山4基、片山鳥越3基）が、石川で確実なものが1基（一壕21号墓）、不確実なものが1基（一壕38号墓）が確

認されている。北陸で最古のものは福井の小羽山30号墓で、法仏式期の築造である。本墓では、埋葬施設上に大量

の土器が出土した他、棺内には朱が撒かれ、玉類や短剣など他地域との交流を指し示す副葬品が出土した。小羽山

墳墓群の四隅突出型墳丘墓は、山全体を削り出し盛土

して整形し、突出部は“しゃもじ”型を呈する。一方、

婦中町の四隅突出型墳丘墓は“おたま”型であり、類

似している。北陸の四隅突出塑墳丘墓は、その形態の

共性から“北陸型四隅突出型墳丘墓”ともいえる。

②現在調査中の一辺約15mを測る方形墓の棺内から出土

した副葬品の状況から、富山県ではまだ四隅突出型墳

丘墓が築造されている頃、福井では既に古墳時代に連

続するような墓が出現していることが分かってきた。

これについては後日正式に発表したい。
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藤田　富士夫氏

①漠の時代に出てきた来世観であり、新しい王墓思想である霊魂と肉体の分離思想を採り入れた、魂が昇天する為の

装置として視覚的に編み出されたのが、外界と遮断した周溝の成立である。これは、北陸と東海、畿内大和という

3つの地域と理念を同じくするものである。婦中即の四隅突出型墳丘墓の在り方は、古墳文化の先進思想を先駆け

て採用したことを示している。

②『貌志倭人伝』に記された邪馬台国連合に属する28の国々の最後に“鳥奴国”“奴国”が出てくる。烏奴国につい

ては、石川県と福井県の境界辺りにある江沼郡は、『先代善事本紀』で“ウヌクニ”と読む。敦賀は、元は“ツヌ

ガノクニ”と読み、『日本書紀』によると北陸道は“クヌカノミチ”とされる。すなわち“奴（ヌ）”は、富山県と

石川県から西方の国々に付いていると考えられる。一方、婦中町周辺には婦負王国があったと考えるが、婦負（ネイ）

は、“ヌイ”という古訓がある（『和名類緊抄』より）。邪馬台国は、北陸から山陰までの地域を“連合”の中に取り

込んでいる国家で、それを構成していたクこの1つとして、特有な精神思想を持ったヌイ国があったと考える。
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「洩志倭人伝」（部分）

「烏奴国」と「奴国」の想定地（試案）
（「魂志倭人伝」）

「女王国自以北は、其戸数・道里略載得べきも、其余の芳国は遠縁にして詳を得べからず0」

「（二十　国名）次に奴国有り。此れ女王の境界の尽くる所なり0その南に狗奴国有り0」

北　　 水 行 十 日 （芳 国 遠絶 ） 境 界 境 界 の 南

隆 行 一 月 邪 馬 台 国連 合

「郡 従 り倭 に至 」

ま せ の 国 々

（対 馬 国 ～ 投 馬 国）

女

王

国

① 斯馬 国 → 巳言 文 国 → 伊 邪 国→ 都 支 国 →弥 奴 国

奴 国

狗 ．

奴

国

l

シャナ
② 好 古 都 国 →不 呼 寅 → 姐故 国 一一「

1
1

ll：：：≡三 三：：：コ（サ儲 ）一．°
．■r一

⑤ 鬼 匡トーナ 為 吾 国－「う 鬼 奴 国

⑥ 邪 馬 国 → 射 臣 国→ 巴利 国 → 支 惟 国→ 烏 奴 国　 →

ll　　　　　　　　十　J l
．　奴国世界　　－

『魂志倭人伝』の「勇国」と位置関係（試案）：　　　　　　　：

藤田宮士夫氏発表資料より抜粋
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